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（特色・使い方 ）

▼

一
般
日
常
語
は
も
ち
ろ
ん
、
動
植
物
名
、
地
名
・
人
名
、
時
事
用
語
ま
で
、
逆

引
き
辞
典
と
し
て
群
を
抜
く
、
最
大
規
模
の
項
目
数
。

▼
同

一
の
接
尾
語
、
＿
字
漢
字
の
下
付
き
熟
語
な
ど
、
語
末
が
共
通
す
る
語
を
＿

覧
表
示
。
類
語
表
現
の
た
め
の
語
泣
を
置
か
に
す
る
。

▼
意
外
な
言
葉
が
隣
り
合
う
面
白
さ
。
語
呂
合
わ
せ

・
洒
落
、
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ

ズ
ル
の
手
引
な
ど
、

言
葉
と
遊
ぷ
格
好
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
。

▼
複
合
語
・
派
生
語
な
ど
、
日
本
語
の
成
り
立
ち
を
知
る
絶
好
の
国
語
資
料
。
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出

編

古
詔
か
ら
現
代
詔
ま
で
を
広
く
収
載
し
た
国

詔
辞
典
で
あ
る
と
と
も
に
、
人
文
・
社
会
・

日
然
科
学
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
げ
菜
・
巾

項
を
収
め
た
小
百
科
事
典
。
総
収
録
項
日
数
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ヽ 日
本
語
を
さ
か
さ
ま
に
並
べ
る
と

こ
と
ば
の
不
思
議
が
見
え
て
く
る

ー

岩
波
書
店
辞
典
編
集
部
編

r
広
辞
苑
第
四
版
』
の
全
項
目
を
、
見
出
し
を

逆
に
読
ん
だ
場
合
の
五
十
音
順
に
配
列
し
た
ユ
ニ

ー
ク
な
辞
典
。
「
1

雨
」

「1
桜
」
な
ど
、
語
尾
が
共
通
す
る
語
群
を

一
詫
表
示
し
た
囲
み
記
事
は
言

菜
探
し
に
至
便
。
語
n
磁
を
数
か
に
す
る
類
語
辞
典
と
し
て
、
日
本
語
と
遊

び
考
え
る
道
具
と
し
て
、
使
い
方
も
多
様
な
、
も
う

一
冊
の

『広
辞
苑
』
。
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手で見る世界の芸術

ギャラリーTOM、全日空、 0TB3社の協力で実現したイギリス、

フランス7日間の旅。 34名（視覚障害者l7名）の参加者は数々の名作

を体全体で鑑賞しました。

大英博物館で手による鑑賞。ギリシア神話の世界の中で、大理石はあたたかい。
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ピット・リバース人類学博物館で、アンモナイトに触れる。古代の海が手に広がる。



世界盲人マラソン宮崎大会

'” 
＇ 膏”

ー 上←来賓として出席された高円四眠だ妻。
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]882年l2月6日の宮崎はとしゃぶりの雨。

第6回青島太平洋マラソンと同時進行で行なわれたこの大会には約

280人の視覚障害者が参加。うち外国からの参加選手は引力国42名。

伴走には旭化成陸上部なと多くの人の協力がありました。



立ち読み版はここまでとなっております。

続きをお読みになりたい場合には

社会福祉法人 視覚障害者支援総合センター

までお問い合わせください。



編集後記

これまで、視覚障害者やその関係者 による研修 ・視察といった海

外ツアーはいくつか行なわれていますが、グラピアで紹介した「手

で見る世界の芸術」のようなツアーはなかったように思います。旅

行会社や航空会社、美術館などが中心になって実施したこと 、国内

では経験できない芸術品に直接手で触れられる 、機内でのサービス、

食事のメ ニュー をはじめとする資料が点字やテ ープで提供されたこ

となど、このツアーには多くの特徴かあります。視覚障害者の声 に

応え、 3月には第 2段、 第 3段のツア ーを行なうと聞きました。視

覚障害者を対象にした旅行が一つの商品として企画されたことを歓

迎したいと思います。

さて、次号から本誌も 新年度を迎えます。新企画として“アジア

の視覚障害者’'の連載を始めます。ど うぞご期待ください。

（立花明彦）
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